
会  議  録                

会 議 の 名 称 令和６年度第４回川越市健康づくり推進協議会 

開 催 日 時 
令和６年１０月２３日（水） 

午後１時３０分 開会 ・ 午後２時３０分 閉会 

開 催 場 所 川越市保健所 ２階大・小会議室 

議長（委員長・
会長）氏名 

会 長 松本 吉郎 

出席者（委員） 

氏名（人数） 

副会長 村田 一男 

委 員 宮山 徳司、鶴田 淳子、須田 弘子、清水 克子、
三戸 まさみ、本木 春男、長峰 す美子、 

米原 民子、松本 清一、志村 洋子、矢部 孝、 

江尻 旬子              （14名） 

欠席者（委員） 

氏名（人数） 

委 員 西村 早苗、深井 智子、金井 進、宇津 和高、 

森田 繁子              （５名） 

事 務 局 職 員 

職 氏 名 

部長 若林 昭彦、課長 千葉 幸子、副課長 清水 克彦 

主幹 有馬 理恵、主査 小髙 久美子、主査 矢島 敬子 

主査 髙橋 舞子、主査 室岡 一紀 

会 

議 

次 

第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

（１）目指す姿（スローガン）について 

（２）健康かわごえ推進プラン（第３次）原案について 

（３）その他 

４ その他 

５ 閉会 

配 

布 

資 

料 

・次第 
・委員名簿 

・資料１ 目指す姿（スローガン）について 
・資料２ 健康かわごえ推進プラン（第３次）原案 
・資料３ コラム掲載一覧について 
・資料４ 健康かわごえ推進プラン（第３次）策定スケジュール 
・資料５ 健康かわごえ推進プラン（第３次）策定に係るヒアリング調査に
ついて 

・当日配布資料１ 「川越市健康まつり」のチラシ 
・当日配布資料２ 「目指せ！健康マスター親子ワクトレ塾」のチラシ 
・当日配布資料３ 「健康フェスタ」のチラシ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



議  事  の  経  過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 

司 会 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

議   長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 議題 

（１）目指す姿（スローガン）について 

資料１に基づき説明 

 

（質疑応答） 

 

本計画では、目指す姿（スローガン）として、健康寿命の延伸を

掲げている。この目標は他の計画では見られない川越だけの大胆

な目標となっている。この目標の願いは、平均寿命に健康寿命を

限りなく近づけることであろうと考える。結果として、「いつま

でも いきいきと 健やかに 自立して 輝く」に繋がるものに

なると思う。素敵なスローガンであるため、事務局の提案に賛成

したい。 

 

事務局提案のスローガンに決定する。 

 

（２）健康かわごえ推進プラン（第３次）原案について 

資料２に基づき説明 

 

（質疑応答） 

 

第２章の直近値について、国民健康保険特定健康診査受診率、後

期高齢者健康診査の受診率の直近値、国民健康保険特定保健指導

の実施率の直近値と第５章の関連する指標の実績値のアスタリス

ク（*）の内容に相違があるが、どちらが適切であるのか。 

また、国民健康保険特定保健指導の実施率の達成がＢであるが、

その理由を知りたい。 

 

第２章、国民健康保険特定保健指導の実施率の直近値は*６が正し

いため訂正する。18.5％の数値についても、再度確認したい。 

第５章の関連する指標の実績値については、*３の令和４年度であ
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る。 

国民健康保険特定保健指導の実施率の達成については、基準値か

ら目標値への増減が５％以内であれば、「変わらない」とみなすと

しているため、伸び率が５％以上伸びていることからＢと判断し

ている。 

 

原案の修正については、10月 31日までに事務局まで。 

 

（３）その他 

資料３に基づき説明 

 

（質疑応答は特に無し） 

 

資料４に基づき説明 

資料５に基づき説明 

 

（質疑応答は特に無し） 

 

４ その他 

 

（委員からの意見等） 

 

健康フェスタ 2024についての開催案内 

 

原案について。後期高齢者健康診査受診率という項目があるが、

分母は 75歳以上の川越市民ということになる。すると、団塊の世

代が加わり分母が広がったことになる。ところが、当時一桁台だ

った 75 歳以上で働いている人の割合は現在では十数パーセント

台に上がっている。自身もだが、案内をいただいていても職場で

受けるので市では受けていない。そのようなこともあるため、率

は伸びないだろうと思う。今回、計画期間が非常に長く、その間

住民層や高齢者の状態は変化していくと考えられるので、現状と

同じように数字を追いかけているといつまでも率は上がらないこ

とにもなりかねない。その辺は注意して見ていただきたい。 

 

第２章評価にある国民健康保険と後期高齢者の各種健診の下に参

考として、「年に１回健診を受けている人の割合」があり、これは
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アンケートにより算出している数字となっている。このアンケー

トは、職場で受けている人、学校で受けている人、個人で病院の

人間ドックを受けている人なども含まれている。以前にも参考値

という形で入れた方がいいのではないかとご指摘いただいたと思

う。こちらの方が実際の数字に近いのではないかという意見も頂

いているので、目標にも参考として入れておいた方がいいのでは

ないかと考えている。 

 

現状はこれで良いと思うが、状況は必ず変化していくと思う。人

が健康になると雇用年齢も上がっていく。10年先は今とは相当違

うだろう。評価する際にはそこを踏まえていただかないと、少し

も伸びていないではないかという指摘になってしまうので、注意

をしてほしい。 

 

当日配布資料に基づき説明 

 

①健康まつり 

②目指せ！健康マスター親子ワクトレ塾 

 

 

５ 閉 会 

 

 

 


